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京
都
女
子
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
『
神
野
寺
縁
起
絵
巻
』
（188.5/K

o78

）
は
、数
年
前
に
臨
川
書
店
を
通
じ
て
購
入
さ
れ
た
も
の
で
、

冒
頭
部
に
印
影
「
九
曜
文
庫
」
（
陽
刻
長
方
形
朱
印
）
が
見
ら
れ
、
も
と
同
文
庫
（
中
野
幸
一
氏
）
の
蔵
書
で
あ
っ
た
と
知
れ
る
。
小
稿
は
、

右
絵
巻
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
と
と
も
に
大
方
の
紹
介
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
末
尾
に
、
詞
の
箇
所
の
翻
刻
と
絵
の
箇
所
の

影
印
と
を
掲
げ
た
。
後
者
の
方
は
、
臨
川
書
店
よ
り
提
供
頂
い
た
、
同
書
店
発
行
『
古
書
特
選
善
本
目
録
』
通
巻
25
号
（
奈
良
絵
本
・
絵

巻
特
集
号
、
平
成
25
年
11
月
）
所
載
写
真
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
い
る
。

　

さ
て
、
『
神
野
寺
縁
起
絵
巻
』
は
、
巻
子
装
写
本
一
軸
、
縦
三
二
・
二
×
全
長
約
四
三
〇
糎
。
表
紙
は
薄
茶
色
蜀
江
錦
文
様
入
緞
子
装
。

詞
と
絵
そ
れ
ぞ
れ
三
段
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
詞
第
一
は
十
八
行
、
詞
第
二
は
十
九
行
、
詞
第
三
は
七
行
。
詞
の
箇
所
は
紙
本
、
絵
の
箇

所
は
絹
本
で
あ
る
。
外
題
・
内
題
な
ど
見
ら
れ
ず
、
新
し
い
桐
箱
に
「
神
野
寺
縁
起
絵
巻
」
と
印
刷
さ
れ
た
紙
片
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。

奥
書
の
類
は
一
切
な
い
。
前
出
臨
川
書
店
発
行
目
録
が
、絵
に
つ
い
て
「
良
質
な
顔
料
、金
泥
を
用
い
て
美
麗
且
つ
精
巧
に
描
か
れ
て
お
り
、

専
門
の
画
工
の
手
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
、
「
江
戸
中
期
写
」
と
す
る
点
、
妥
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
管
見
の
限
り
、
他
に
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伝
本
が
知
ら
れ
ず
、
ま
た
、
同
類
の
内
容
を
描
い
た
絵
巻
も
見
当
ら
な
い
。
江
戸
中
期
に
下
る
写
本
と
は
い
え
、
そ
う
し
た
稀
覯
の
書
と

し
て
相
応
の
意
義
を
有
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

詞
第
一
の
冒
頭
七
行
ほ
ど
は
全
体
の
序
と
言
う
べ
き
部
分
で
、
仏
法
が
伝
来
し
て
以
来
、
代
々
の
天
皇
が
都
と
し
て
き
た
大
和
国
で
は
、

そ
れ
に
対
す
る
崇
敬
が
殊
に
厚
か
っ
た
、
と
述
べ
る
。
そ
の
あ
と
に
、
「
茲
に
髪
生
山
神
野
寺
の
来
を
考
に
」
（
詞
第
一
７
～
８
行
）
と
し

た
う
え
で
、
充
分
に
把
握
し
難
い
面
も
あ
る
が
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
内
容
の
物
語
を
展
開
し
て
い
る
。

　

・ 

持
統
天
皇
十
年
（
六
九
九
）
、
鹿
島
明
神
（
武
甕
槌
命
）
が
母
・
甕
速
日
命
の
い
る
大
和
国
添
上
郡
春
日
野
に
て
共
に
居
住
す
る
こ
と

に
な
っ
た
と
こ
ろ
、
甕
速
日
命
が
甚
だ
美
麗
で
あ
っ
た
た
め
、
鹿
島
明
神
に
付
き
従
っ
て
い
た
舎
人
が
見
初
め
て
、
恋
慕
の
思
い
を

深
く
募
ら
せ
て
い
っ
た
。
甕
速
日
命
は
、
身
に
危
害
の
及
ぶ
こ
と
を
恐
れ
て
、
春
日
野
の
里
を
密
か
に
出
る
こ
と
に
し
た
。

（
詞
第
一
後
半
）

　

・ 

住
み
慣
れ
た
春
日
野
を
離
れ
た
甕
速
日
命
は
、
人
も
通
わ
な
い
よ
う
な
深
山
幽
谷
に
住
も
う
と
、
三
笠
山
の
傍
ら
を
通
っ
て
木
暗
く

険
し
い
山
路
を
進
ん
だ
が
、
そ
の
こ
と
を
聞
き
知
っ
た
舎
人
が
走
り
追
っ
て
く
る
の
だ
っ
た
。
命
が
先
を
急
ぐ
と
、
舎
人
は
大
い
に

怒
り
大
蛇
と
な
っ
て
追
い
か
け
、
髪
生
川
の
辺
で
間
近
く
迫
っ
た
。
意
を
決
し
た
命
は
剣
を
抜
い
て
大
蛇
を
切
り
殺
し
、
ず
た
ず
た

に
摧
き
散
ら
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
甕
速
日
命
は
髪
生
山
の
頂
き
に
住
み
、
女
が
入
山
す
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
、

そ
の
山
に
登
る
こ
と
を
今
で
も
恐
れ
て
、
麓
の
里
の
川
で
手
を
洗
い
口
を
漱
い
で
明
神
を
拝
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
里

を
伏
拝
村
と
称
し
、
そ
こ
に
は
手
水
川
と
い
う
川
が
流
れ
て
い
る
の
だ
。 

（
詞
第
二
）

　

・ 

そ
の
後
、
聖
武
天
皇
の
時
代
に
な
り
、
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
に
安
倍
親
王
が
重
病
に
陥
っ
た
際
、
陰
陽
博
士
の
大
津
連
が
、
神
野

明
神
（
甕
速
日
命
）
と
鹿
島
明
神
の
祟
り
で
あ
っ
て
、
法
楽
に
よ
ら
な
け
れ
ば
治
病
は
難
し
い
、
と
占
っ
た
。 

（
詞
第
三
）

　

詞
第
一
後
半
～
詞
第
二
は
、
有
名
な
道
成
寺
説
話
の
男
女
を
入
れ
換
え
た
よ
う
な
内
容
の
一
連
の
伝
承
。
「
鹿
嶋
大
明
神
」
（
詞
第
一
９
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行
目
）
は
、
常
陸
国
鹿
島
神
宮
の
祭
神
・
武
甕
槌
命
で
あ
っ
て
、
通
常
は
神
護
景
雲
二
年
（
七
六
八
）
に
奈
良
の
春
日
神
社
に
藤
原
氏
の

氏
神
と
し
て
迎
え
ら
れ
ま
つ
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
伝
承
の
主
人
公
は
、
そ
の
武
甕
槌
命
の
母
・
甕
速
日
命
で
、
同
命
が
「
髪
生
山
」
（
詞
第

二
14
行
目
）
の
頂
き
に
遷
座
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
を
物
語
る
。
髪
生
山
の
麓
が
「
伏
拝
村
」
で
あ
る
こ
と
を
最
後
に
伝
え
（
詞
第

二
18
～
19
行
目
）
、
全
体
が
同
村
の
地
名
起
源
伝
承
と
も
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
現
在
の
奈
良
県
山
辺
郡
山
添
村
伏
拝
に
神
野
山

）
1
（

が
あ
っ
て
、

そ
の
山
頂
近
く
に
髪
生
山
（
法
性
山
）
神
野
寺
が
所
在
す
る
と
共
に
、
山
頂
に
は
、
熯
（
樋
）
速
日
命
あ
る
い
は
甕
速
日
命
の
塚
と
伝
わ

る
王
塚
も
あ
る
。
絵
巻
に
言
う
「
髪
生
山
」
と
は
こ
の
神
野
山
で
あ
っ
て
、
「
髪
生
山
神
野
寺
」
（
詞
第
一
８
行
目
）
も
右
の
神
野
寺
の
こ

と
に
違
い
な
い
（
前
出
臨
川
書
店
発
行
目
録
も
指
摘
す
る
通
り
）
。
た
だ
、
髪
生
山
の
近
く
に
あ
る
こ
と
に
な
る
「
髪
生
河
」
（
詞
第
二
12

行
目
）
や
伏
拝
村
に
あ
る
と
い
う
「
手
水
川
」
（
詞
第
二
19
行
目
）
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
確
認
し
得
て
い
な
い
。
な
お
、
神
野
山
は
、

春
日
野
か
ら
東
南
東
に
約
十
五
㎞
の
地
点
に
あ
る
。

　

詞
第
三
に
「
神
野
明
神
」
（
５
行
目
）
が
や
や
唐
突
に
出
て
く
る
よ
う
で
あ
る
が
、
詞
第
二
に
お
い
て
、
甕
速
日
命
が
住
む
こ
と
に
な
っ

た
髪
生
山
に
つ
い
て
「
彼
山
上
へ
は
今
に
登
る
こ
と
を
恐
て
、多
く
麓
の
里
の
流
に
て
手
洗
口
漱
、明○

神○

を
拝
し
奉
り
け
る
」（
16
～
18
行
目
）

と
記
さ
れ
る
の
と
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
髪
生
山
＝
神
野
山
に
遷
座
し
た
「
明
神
」
甕
速
日
命
が
、
「
神
野
明
神
」
で
あ
る
に
違
い

な
い
。
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
の
康
暦
二
年
（
一
三
八
〇
）
写
『
大
般
若
経
』
の
奥
書
に
「
大
和
州
山
辺
郡
東
山
内
神
野
山
大
明
神
」
と

見
え
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り

）
2
（

、
甕
速
日
命
で
あ
る
か
否
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
早
く
よ
り
神
野
山
に
「
明
神
」
が
祀
ら
れ
て
い
た

こ
と
は
確
認
し
得
る
。
詞
第
三
は
、
そ
の
神
野
明
神
＝
甕
速
日
命
と
鹿
島
明
神
＝
武
甕
槌
命
の
祟
り
の
伝
承
を
記
載
す
る
。
詞
第
一
後
半

～
詞
第
二
が
、
甕
速
日
命
を
中
心
と
す
る
彼
ら
の
遷
座
伝
承
で
あ
っ
た
の
に
続
く
、
遷
座
後
の
祟
り
の
伝
承
で
あ
る
。
祟
り
の
対
象
は
、「
安

倍
親
王
」
（
１
行
目
）
。
聖
武
天
皇
の
第
一
皇
女
で
、
後
の
孝
謙
（
称
徳
）
天
皇
で
あ
る
。
「
天
平
二
」
（
２
行
目
）
年
の
時
点
で
す
で
に
「
春

宮
」
（
１
行
目
）
で
あ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
史
実
と
し
て
の
立
太
子
は
、
天
平
十
年
の
こ
と
で
あ
る
（
『
続
日
本
紀
』
）
。
祟
り
の
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理
由
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
安
倍
親
王
」
が
女
性
と
し
て
始
め
て
皇
太
子
に
な
っ
た
人
物
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
人
物
が
神
野
明
神
の

祟
り
を
受
け
る
こ
と
と
、
神
野
明
神
が
「
反
〳
〵
口
惜
も
の
は
女
な
り
と
思
取
て
、
夫
よ
り
女
を
入
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
せ
給
は
」
（
詞
第

二
15
～
16
行
目
）
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
、
連
関
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
大
津
の
連
」
（
４
行
目
）
は
、
『
懐
風
藻
』
に

詩
が
二
首
載
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
、陰
陽
師
の
大
津
首
。
天
平
二
年
三
月
に
、
そ
の
術
を
弟
子
に
伝
習
せ
し
め
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

前
出
臨
川
書
店
発
行
目
録
は
「
本
書
に
記
述
さ
れ
る
よ
う
な
縁
起
の
記
述
は
見
出
せ
な
い
」
と
す
る
が
、
詞
第
一
後
半
以
降
の
全
体
と

基
本
的
に
共
通
す
る
内
容
が
、
春
日
大
社
の
二
種
の
社
記
、
鎌
倉
末
期
写
と
さ
れ
る
春
日
大
社
所
蔵
『
春
日
御
社
御
本
地
幷
御
託
宣
記
』

と
永
享
九
年
（
一
四
三
七
）
写
の
尊
経
閣
文
庫
本
が
最
古
写
本
で
あ
る
『
春
夜
神
記
』
（
共
に
『
神
道
大
系
』
神
社
編
「
春
日
」
収
載
）
に

見
ら
れ
る
。
前
者
の
場
合
、
「
神
野
大
明
神
根
源
」
と
題
し
て
詞
第
一
後
半
～
詞
第
二
に
対
応
す
る
記
事
、
そ
れ
と
は
別
の
離
れ
た
箇
所
に

詞
第
三
に
対
応
す
る
記
事
が
各
々
見
え
、
後
者
の
場
合
は
、
「
神カ

ウ

野ノ

大
明
神
御
事
」
と
題
す
る
項
目
の
前
半
部
に
、
詞
第
一
後
半
～
詞
第
三

全
体
に
対
応
す
る
記
事
が
、
ひ
と
続
き
の
一
連
の
も
の
と
し
て
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
記
事
は
、
次
の
通
り
。

　

・ 

鹿
嶋
大
明
神
、
持
統
天
皇
五
年
辛卯

、
所
々
令
尋
御
所
給
。
同
十
年（

丙
）

壬申
添
上
郡
春
日
野
ニ

母
御
神
共
御
坐
。
其
形
甚
美
麗
御
。
而
舎
人
依
奉

思
係
。
女
身
ハ

口
借

（
惜
）

者
也
、
我
登
深
山
高
峯
ナ
ム
ト

天　
　

令
出
行
給
時
、
彼
舎
人
御
共
ニ

追
天

走
参
ル

。
而
如
飛
鳥
令
行
給
時
、
舎
人
発
悪
心
成

大
虵
走
参
。
髪
生
河
辺
ニ
シ
テ

以
剣
切
彼
大
虵
斬
殺
了
。
其
後
髪
生
山
頂
住
給
ヘ
リ

。
所
謂

　
　

一
宮　
武
雷
命

　
　

二
宮　
母
御
神　

甕
速
日
命
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三
宮　
舎
人　

水
摧
明
神
也

　
　
　

斬
大
虵
剣
名
曰
鹿

（
麁
）

正
剣
、
又
名
天
霊
剣
、
已
上

　

・ 

聖
武
天
王

（
皇
）

御
子
安

（
阿
）

倍
親
王
春
宮
御
時
、
天
平
二
年
十
二
月
三
日
、
御
悩ノ

ウ

付ツ
キ

御ヲ
ハ
シ
マ
ス

、　

依ヨ
テ

勅
チ
ョ
ク

宣ニ
一

召メ
シ

陰ヲ
ム

陽ヤ
ウ

師　ヲ
一

大ヲ
ヽ

津ツ
ノ

速ハ
ヤ
ヨ
シ
ヲ

令
一

、七
日
精
進
、
令

占
天

申
云

、「
十
死
一
生
御
病
也
」
ト
申

せ
り

。

重
カ
サ
ネ
テ

依テ

宣
旨ニ
一

尚ナ
ヲ

令
占
申
云

、「
高
大
神
・
鹿
嶋
明
神
御
崇

タ
ヽ
リ

也

（
祟
）

。
不
読

ヨ
マ
ス

経
力　ニ
一

難
カ
タ
シ

免
マ
ヌ
カ
レ

御
煩

ワ
ツ
ラ
ヒ」

ト

占
申
リ

。
而
又
占
申
云

、「
奉
講
講カ

ウ

讃サ
ン

最
勝
王
経
一

、
講カ

ウ

讃サ
ン

者
其
霊レ

イ

験ケ
ム

御
歟　ト
」
申
。
因テ

茲ニ
一

以
七
大
寺ノ

惣ソ
ウ

検ケ
ン

校ケ
ウ

僧ソ
ウ

都ツ

行
信
幷
僧
四
人
、
已
上

五
人
請シ

ヤ
ウ

位ヰ
シ
テ、

件
件ノ

最サ
イ

勝
王
経
奉
講
讃
間
御
平

（
癒
）
喩ユ

。
仍
以
同
十
七
日ヲ
一

髪カ
ミ

生ヲ
フ

山ノ

頂イ
タ
ヽ
キ
ニ

　

奉タ
テ
マ
ツ
ル　

崇ア
カ
メ 

祭
マ
ツ
リ一

、
毎
年
二
季ノ

為　シ
テ恒

例ト
一

、
上
件
最

勝
王
経
奉
以
講
八
講
々
讃
。
同
十
二
年
建
立
神カ

ム

野ノ

寺ヲ
一

。
君モ

シ

彼カ
ノ

春

（
若
）

宮
者ハ

高カ
ウ

野ヤ

天
王
也
。 

（
以
上
、
『
春
日
御
社
御
本
地
幷
御
託
宣
記
』
）

　

・ 

鹿
嶋
大
明
神
、
持チ

統ト
ウ

天
皇
五
年
辛卯

、
所

ニ々

令
レ

尋
御
在
所ヲ
一

給
之
比
、
同
十
年
、
添ノ

上ノ

郡
春
日
野
ニ

母ノ

御
神（甕

脱
）速ハ

ヤ

日ヒ
ノ

神
ト

共
ニ

御
坐ス

。
其ノ

御
形

ノ
甚タ

美
麗
ニ

御
坐
シ
テ
、
ヒ
カ
ル
ホ
ト
ナ
リ
ケ
レ
ハ
、
或ハ

舎ト

ネ

リ人
奉テ

思
‐
懸
之
一

振
舞
ケ
レ
ハ
、
彼ノ

母
公
思
給
ケ
ル
ハ
、
女
ノ

身ミ

程
ニ

口
惜
キ

物
ナ
シ
、
我
カ
ク
テ
ア
ラ
ハ
及フ

恥
辱ニ
一

事
モ
コ
ソ
ト
テ
、
深
山
之
高
峯
不
通

カ
ヨ
ハ

人
一

所
ニ

住
ト
テ

、
尋
深
山ヲ
一

令
出
行
一

給
之
時
、
彼ノ

舎ト

ネ

リ人
御

共
ニ

追ヲ
ヒ

走ハ
シ
リ
テ

参ス

。
爰ニ

如
鳥ノ

飛カ
一

令
行ユ

カ
一

給
時
、
舎
人
発シ

悪
心ヲ
一

成
大
虵ト
一

走テ

参ス

髪
生
河　ノ
辺ニ
一

。
其
時
以
釼　ヲ
一

伐
‐
切
彼ノ

大
虵ヲ
一

摧
散
給
畢
。
其

後
髪
生
山
頂
ニ

登
テ

住
給
テ
、
口
惜
キ

物
ハ

女
人
也
。
我
住
遊
所
ヘ
ハ

不
可
入
女
人
一

、
深チ

ン 

重

フ
カ
ク
カ
サ
ネ

 

誓

　
ニ
　
　
ヒ

給フ

。
故
ニ

彼
山
ヘ
ハ

女
人
不
参
詣
一

也
。
所

謂
一

一
宮
ハ

武
雷
命
、
二
宮
ハ

今
母
公ノ

神
甕ミ

カ

速ハ
ヤ

日ヒ
ノ

命
、
三
宮
ハ

舎
人
水
摧
明
神
也
。
斬
大
虵ヲ
一

剣
ヲ
ハ

名
曰
麁
正
釼　ト
一

、
又ハ

号ス

天
雲ノ

釼　ト
一

。
依

此ノ

因
縁ニ
一

、
春
日ノ

二
季ノ

御
祭ニ

舎ト

ネ

リ人
調テ

ウ
ス
ト

者
、
大
明
神
為
母
敵ト
一

間
、
以
孝
養
之
儀
一

舎
人
サ
イ
ナ
ミ
給
謂
示
者
也
。
爰ニ

聖
武
天
皇
御
子
安

陪
（
倍
）

親
王
春
宮
之
時
、
天
平
二
年
庚午
十
二
月
三
日
、
御
悩
付
御
シ
テ

、
依
勅
宣ニ
一

召
メ
シ
テ

陰
陽
師
大ヲ

ホ

津ツ
ノ

連ム
ラ
シ
ヲ

一

、  

七
日
令
精
進
一

令
レ

占
ウ
ラ
ナ
ハ

給　フ
ニ、

占
申

云ク

、
「
此
ハ

十
死
一
生ノ

御
病
也
」
云
々

。
重テ

依
宣
旨
一

尚
々
能
可
占
申
一

、
其ノ

時
占
申
云ク

、
「

高
タ
カ
キ

大
神
・
鹿
嶋
大
明
神
御
祟
也
。
不ハ

読
経
之

力　ナ
ラ

一

難ク

免マ
ヌ
カ
レ

一　

御　ス
ト。
殊ニ

以
最
勝
王
経
講
読
一

可
有
其
霊
験
一

」云
々

。
依
之
一

七
大
寺ノ

惣
撿
挍カ

ウ

僧
行
信
幷ニ

四
人
請
僧
合テ

以
五
人
請
僧
、
奉
講
読
一

之
間
、
同
十
六
日
御
平
癒
。
即
以テ

同
十
七
日ヲ
一

髪
生
山
頂ニ

奉
崇
祭
一

、
毎
年
二
季ニ

為
恒
例
一

、
上
件ノ

最
勝
王
経
奉
講
読
一

、
同
廿
年
戊子
建
二
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立
神
野
寺ヲ
一
云
々

。 

（
『
春
夜
神
記
』
）

　

こ
れ
ら
記
事
は
『
神
野
寺
縁
起
絵
巻
』
（
【
神
野
】
）
と
、
内
容
が
共
通
す
る
ば
か
り
か
、
部
分
的
に
は
表
現
上
一
致
ま
た
は
酷
似
す
る
と

こ
ろ
も
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
『
春
夜
神
記
』
（
《
春
夜
》
）
の
方
が
、
『
春
日
御
社
御
本
地
幷
御
託
宣
記
』
（
《
春
日
》
）
よ
り
も
一
層
、
共
通

し
酷
似
す
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
に
（
以
下
、『
春
日
御
社
御
本
地
幷
御
託
宣
記
』
『
春
夜
神
記
』
の
引
用
に
際
し
て
は
、煩
を
避
け
る
た
め
、

傍
記
さ
れ
た
振
り
仮
名
や
送
り
仮
名
を
省
略
す
る
）
。

※
網
掛
部
は
『
春
夜
神
記
』
の
方
の
み
に
対
応
記
事
が
見
ら
れ
る
箇
所
、
傍
線
部
は
『
春
日
御
社
御
本
地
幷
御
託
宣
記
』
の
方
の
み
に
対

応
記
事
が
見
ら
れ
る
箇
所
で
、
前
者
は
十
数
箇
所
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
一
箇
所
だ
け
で
あ
る
。

　
　
【
神
野
】
持
統
天
皇
五
年
辛
卯　

鹿
嶋
大
明
神
の
御
在
所
を
勅
し
て
尋
し
め
給
け
る
に 

（
詞
第
一
９
～
10
行
目
）

　
　
《
春
日
》
鹿
嶋
大
明
神
、
持
統
天
皇
五
年
辛卯

、
所
々
令
尋
御
所
給

　
　
《
春
夜
》
鹿
嶋
大
明
神
、
持
統
天
皇
五
年
辛卯

、
所
々
令
レ

尋
御
在
所
一

給
之
比

　
　
【
神
野
】
同
十
年
大
和
国
添
上
郡
春
日
野
に
母
御
神
神

（
マ
マ
）甕
速
日
命
と
共
御
座
ま
す 

（
詞
第
一
10
～
11
行
目
）

　
　
《
春
日
》
同
十
年
壬申
添
上
郡
春
日
野
ニ

母
御
神
共
御
坐

　
　
《
春
夜
》
同
十
年
、
添
上
郡
春
日
野
ニ

母
御
神
速
日
神
ト

共
ニ

御
坐

　
　
【
神
野
】
其
御
形
甚
美
麗
ま
し
ま
し
て
、
最
あ
て
や
か
に
渡
ら
せ
給
け
る
を 

（
詞
第
一
12
～
13
行
目
）

　
　
《
春
日
》
其
形
甚
美
麗
御

　
　
《
春
夜
》
其
御
形
ノ
甚
美
麗
ニ

御
坐
シ
テ
、
ヒ
カ
ル
ホ
ト
ナ
リ
ケ
レ
ハ

　
　
【
神
野
】
母
御
神
熟
思
ひ
給
け
る
は
、
か
く
深
く
も
我
を
恋
る
も
の
な
れ
は
、
行
末
い
か
な
る
は
し
た
な
き
事
を
□
い
た
し
て
は
つ
か

し
め
を
得
る
こ
と
も
あ
ら
ん
と 

（
詞
第
一
16
～
18
行
目
）
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《
春
日
》　　
〔
対
応
記
事
ナ
シ
〕

　
　
《
春
夜
》
彼
母
公
思
給
ケ
ル
ハ
、
…
…
我
カ
ク
テ
ア
ラ
ハ
及
恥
辱
一

事
モ
コ
ソ
ト
テ

　
　
【
神
野
】
女
程
世
に
口
惜
も
の
は
あ
ら
し
か
し
と
思
ひ 

（
詞
第
二
２
行
目
）

　
　
《
春
日
》
女
身
ハ

口
借

（
惜
）

者
也

　
　
《
春
夜
》
女
ノ

身
程
ニ

口
惜
キ

物
ナ
シ

　
　
【
神
野
】
い
か
な
る
深
山
幽
谷
の
人
も
通
は
ぬ
所
こ
そ
尋
出
し
て
わ
か
住
所
と
せ
め
と
て 

（
詞
第
二
３
～
４
行
目
）

　
　
《
春
日
》
我
登
深
山
高
峯
ナ
ム
ト

天　
　

　
　
《
春
夜
》
深
山
之
高
峯
不
通
人
一

所
ニ

住
ト
テ

　
　
【
神
野
】
彼
舎
人
は
か
ゝ
る
御
あ
り
さ
ま
を
ほ
の
聞
、
あ
と
よ
り
追
走
来
り
ぬ 

（
詞
第
二
６
～
７
行
目
）

　
　
《
春
日
》
彼
舎
人
御
共
ニ

追
天

走
参
ル

　
　
《
春
夜
》
彼
舎
人
御
共
ニ

追
走
参

　
　
【
神
野
】
鳥
の
飛
か
こ
と
く 

（
詞
第
二
８
行
目
）

　
　
《
春
日
》
如
飛
鳥

　
　
《
春
夜
》
如
鳥
飛
一

　
　
【
神
野
】
悪
心
を
発
し
、
忽
に
大

と
成
て 

（
詞
第
二
10
行
目
）

　
　
《
春
日
》
発
悪
心
成
大
虵

　
　
《
春
夜
》
発
悪
心
一

成
大
虵
一

　
　
【
神
野
】
追
奉
り
、
髪
生
河
の
辺
に
て
既
に
ま
ち
か
く
成
け
る
。
そ
の
時
、
速
日
命
、
剣
を
ぬ
ひ
て
、
彼
大

を
伐
こ
ろ
し
摧
散
し
給
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け
る
と
か
や 

（
詞
第
二
12
～
14
行
目
）

　
　
《
春
日
》
走
参
。
髪
生
河
辺
ニ
シ
テ

以
剣
切
彼
大
虵
斬
殺
了

　
　
《
春
夜
》
走
参
髪
生
河
辺
一

。
其
時
以
釼
一

伐
‐
切
彼
大
虵
一

摧
散
給
畢
。

　
　
【
神
野
】
其
後
、
髪
生
山
の
頂
に
住
給
ひ
て
、
我
、
女
な
れ
は
こ
そ
か
ゝ
る
あ
な
つ
ら
は
し
く
は
し
た
な
き
事
も
出
く
れ
、
反
〳
〵
口

惜
も
の
は
女
な
り
と
思
取
て
、
夫
よ
り
女
を
入
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
せ
給
は
す 

（
詞
第
二
14
～
16
行
目
）

　
　
《
春
日
》
其
後
髪
生
山
頂
住
給
ヘ
リ

　
　
《
春
夜
》
其
後
髪
生
山
頂
ニ

登
テ

住
給
テ
、
口
惜
キ

物
ハ

女
人
也
。
我
住
遊
所
ヘ
ハ

不
可
入
女
人
一

、
深
重
誓
給

　
　
【
神
野
】
故
に
、
彼
山
上
へ
は
今
に
登
る
こ
と
を
恐
て
、
多
く
麓
の
里
の
流
に
て
手
洗
口
漱
、
明
神
を
拝
し
奉
り
け
る

 

（
詞
第
二
16
～
18
行
目
）

　
　
《
春
日
》　　
〔
対
応
記
事
ナ
シ
〕

　
　
《
春
夜
》
故
ニ

彼
山
ヘ
ハ

女
人
不
参
詣
一

也

　
　
【
神
野
】
聖
武
天
皇
の
御
宇
、
安
倍
親
王
い
ま
た
春
宮
に
わ
た
ら
せ
給
け
る
に
、
天
平
二
庚
子
の
年
十
二
月
三
日
、
親
王
御
悩
重
ら
せ

給 

（
詞
第
三
１
～
２
行
目
）

　
　
《
春
日
》
聖
武
天
王

（
皇
）

御
子
安

（
阿
）

倍
親
王
春
宮
御
時
、
天
平
二
年
十
二
月
三
日
、
御
悩
付
御

　
　
《
春
夜
》
聖
武
天
皇
御
子
安
陪

（
倍
）

親
王
春
宮
之
時
、
天
平
二
年
庚午
十
二
月
三
日
、
御
悩
付
御
シ
テ

　
　
【
神
野
】
帝
驚
ま
し
ま
し
て
陰
陽
の
博
士
大
津
の
連
に　

勅
し
て
、
七
日
の
精
進
を
な
し
占
奉
り
け
る
に
、
奏
し
て
曰

 

（
詞
第
三
３
～
５
行
目
）

　
　
《
春
日
》
依
勅
宣
一

召
陰
陽
師
一

大
津
速
令
一

、七
日
精
進
、
令
占
天

申
云
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《
春
夜
》
依
勅
宣
一

召
陰
陽
師
大
津
連
一

、七
日
令
精
進
一

令
レ

占
給
、
占
申
云

　
　
【
神
野
】
神
野
明
神
・
鹿
嶋
明
神
の
御
祟
也
。
法
楽
を
な
し
奉
ら
す
は
御
悩
御
さ
は

（
マ
マ
）や
給
こ
と
難
か
ら
む 

（
詞
第
三
５
～
７
行
目
）

　
　
《
春
日
》
高
大
神
・
鹿
嶋
明
神
御
崇

（
祟
）

也
。
不
読
経
力
一

難
免
御
煩

　
　
《
春
夜
》
高
大
神
・
鹿
嶋
大
明
神
御
祟
也
。
不
読
経
之
力
一

難
免
一

御

　

も
ち
ろ
ん
、
一
方
で
は
、
『
春
日
御
社
御
本
地
幷
御
託
宣
記
』
に

　
　

一
宮　
武
雷
命

　
　

二
宮　
母
御
神　

甕
速
日
命

　
　

三
宮　
舎
人　

水
摧
明
神
也

　
　
　

斬
大
虵
剣
名
曰
鹿

（
麁
）

正
剣
、
又
名
天
霊
剣

と
見
え
、
『
春
夜
神
記
』
に
も
同
様
に
掲
げ
ら
れ
る
記
事
が
、
『
神
野
寺
縁
起
絵
巻
』
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
逆
に
、
舎
人
の
心
情
に
つ

い
て
は
、
『
春
日
御
社
御
本
地
幷
御
託
宣
記
』
で
も
「
舎
人
依
奉　

思
係
」
「
発
悪
心
」
、
『
春
夜
神
記
』
で
も
「
舎
人
奉
思
‐
懸
之
」
「
発
悪

心
」
と
、
ご
く
簡
略
に
記
述
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
『
神
野
寺
縁
起
絵
巻
』
で
は
、

　

・ 

舎
人
成
け
る
者
、
ふ
と
懸
想
し
奉
り
、
寝
て
も
寤
て
も
□
ま
も
御
す
か
た
の
忘
ら
れ
ぬ
侭
に
、
春
は
春
日
野
の
花
に
深
き
思
ひ
の
い

ろ
を
あ
ら
は
し
、
秋
は
高
円
の
月
に
強
而
な
ら
て
移
り
行
浪
を
か
こ
ち
け
れ
は 

（
詞
第
一
13
～
16
行
目
）

　

・ 

舎
人
大
に
怒
り
を
を
こ
し
、
我
を
か
く
ま
て
う
と
み
給
こ
そ
や
す
か
ら
ね
と
悪
心
を
発
し 

（
詞
第
二
９
～
10
行
目
）

と
、
詳
し
く
具
体
的
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
甕
速
日
命
が
逃
げ
て
ゆ
く
様
子
や
大
蛇
の
形
状
に
つ
い
て
も
、
『
春
日
御
社
御
本

地
幷
御
託
宣
記
』
『
春
夜
神
記
』
に
は
見
ら
れ
な
い
記
述
が
、

　

・ 

三
笠
山
の
か
た
そ
は
を
分
行
給
け
る
に
、
九
折
な
る
山
ち
の
木
ふ
か
く
た
ち
を
ゝ
ひ
て
、
澗
の
水
音
、
峯
の
松
風
な
と
物
す
こ
け
な



10

る
に
た
と
り
行
給
ふ 

（
詞
第
二
４
～
６
行
目
）

　

・
荊
棘
と
も
い
は
す
踏
分
い
そ
か
せ
ら（

マ
マ
）け

れ
は 

（
詞
第
二
８
～
９
行
目
）

　

・
両
の
眼
か
ゝ
ち
の
こ
と
く
、
紅
の
舌
を
巻
、
吹
い
き
雲
霧
を
な
し
て
追
奉
り 

（
詞
第
二
10
～
12
行
目
）

と
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
『
神
野
寺
縁
起
絵
巻
』
で
は
、
両
書
に
比
し
て
、
特
に
は
登
場
人
物
の
心
情
や
行
動
を
よ
り
豊
饒
に
叙
述
し
て
い

る
の
で
あ
っ
て
、
記
録
性
よ
り
も
物
語
性
が
強
く
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
方
で
差
異
も
決
し
て
小
さ
く
な
く
、
そ
の
間
に
一
定
の
距
離
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
の
も
確
か
で
あ
る
の
だ
が
、

そ
れ
で
も
、
右
に
挙
げ
て
き
た
対
応
箇
所
か
ら
見
る
に
、
『
神
野
寺
縁
起
絵
巻
』
は
、
『
春
日
御
社
御
本
地
幷
御
託
宣
記
』
特
に
は
『
春
夜

神
記
』
と
、
か
な
り
近
い
位
置
関
係
に
あ
る
も
の
と
捉
え
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。
そ
れ
ら
と
直
接
の
関
係
に
は
な
い
も
の
の
、
そ
れ
ら
の

所
載
記
事
が
か
な
り
忠
実
に
継
承
・
伝
承
さ
れ
る
過
程
で
派
生
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
、
と
は
言
え
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　
『
神
野
寺
縁
起
絵
巻
』
を
、『
春
日
御
社
御
本
地
幷
御
託
宣
記
』
『
春
夜
神
記
』
所
載
記
事
と
比
較
す
る
時
、
そ
れ
ら
に
全
く
な
い
ま
と
ま
っ

た
記
事
と
し
て
最
初
に
目
に
付
く
の
は
、
そ
の
詞
第
一
前
半
の
、
序
に
相
当
す
る
部
分
で
あ
る
。
先
述
通
り
、
代
々
の
天
皇
が
都
と
し
て

き
た
大
和
国
で
は
、
仏
教
が
伝
来
し
て
以
降
そ
れ
に
対
す
る
崇
敬
が
殊
に
厚
か
っ
た
と
述
べ
て
い
て
、
そ
の
あ
と
に
「
茲
に
髪
生
山
神
野

寺
の
来
を
考
に
」
（
詞
第
一
７
～
８
行
目
）
と
続
け
る
。
そ
の
よ
う
な
内
容
・
記
述
は
、
『
春
日
御
社
御
本
地
幷
御
託
宣
記
』
に
も
『
春
夜

神
記
』
に
も
全
く
見
え
な
い
。
こ
の
前
置
き
箇
所
の
あ
と
に
は
、
先
に
見
た
通
り
、
そ
れ
ら
両
書
に
載
る
の
と
基
本
的
に
共
通
し
、
部
分

的
に
は
表
現
上
も
一
致
・
酷
似
す
る
内
容
・
記
述
が
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
春
日
御
社
御
本
地
幷
御
託
宣
記
』
『
春
夜
神
記
』
に
載
る
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よ
う
な
言
わ
ば
甕
速
日
命
遷
座
伝
承
の
前
に
右
の
如
き
記
事
を
置
い
て
、
同
伝
承
そ
の
も
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
と
一
連
の
「
髪
生
山
神

野
寺
」
の
「
来
」
由
来
・
縁
起
の
方
を
解
き
明
か
し
た
も
の
と
し
て
殊
更
提
示
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と
見
ら
れ
よ
う
。
内
題
・
外
題

な
ど
な
い
の
に
、
冒
頭
に
触
れ
た
通
り
、
本
絵
巻
を
収
め
る
桐
箱
に
「
神
野
寺
縁
起
絵
巻
」
と
印
刷
し
た
紙
片
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
の
は
、

そ
の
点
を
捉
え
た
結
果
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
誠
に
奇
妙
な
こ
と
に
、
右
の
前
置
き
箇
所
の
あ
と
最
後
ま
で
、
つ
い
に
神
野
寺
が
登
場
す
る
こ
と
は
な
い
。
同
箇
所
の
末

尾
に
「
茲
に
髪
生
山
神
野
寺
の
来
を
考
に
」
と
宣
言
し
て
お
き
な
が
ら
、
そ
の
神
野
寺
が
全
く
出
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
最
後

の
部
分
、
詞
第
三
の
あ
り
方
自
体
も
誠
に
奇
妙
で
あ
る
。
詞
第
三
は
先
述
通
り
、
神
野
山
に
遷
座
し
た
甕
速
日
命
す
な
わ
ち
神
野
明
神
と

鹿
島
明
神
の
祟
り
の
伝
承
を
記
し
て
お
り
、
安
倍
親
王
が
重
病
に
陥
っ
た
際
に
、
大
津
連
が
、
祟
り
で
あ
っ
て
法
楽
に
よ
ら
な
け
れ
ば
治

病
は
難
し
い
と
占
っ
た
、
と
伝
え
る
。
し
か
し
、
そ
こ
ま
で
で
、
結
果
、
法
楽
が
行
わ
れ
た
の
か
否
か
、
親
王
の
重
病
が
治
癒
し
た
の
か

否
か
、
全
く
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
あ
ま
り
に
中
途
半
端
な
終
わ
り
方
な
の
で
あ
る
。

　

実
際
、
先
引
『
春
日
御
社
御
本
地
幷
御
託
宣
記
』
『
春
夜
神
記
』
で
は
、

　

・ 

…
…
「
高
大
神
・
鹿
嶋
明
神
御
崇

（
祟
）

也
。
不
読
経
力
一

難
免
御
煩
」
ト

占
申
リ

。
而
又
占
申
云

、
「
奉
講
講
讃
最
勝
王
経
一

、
講
讃
者
其
霊
験
御

歟　ト
」
申
。
因
茲
一

以
七
大
寺
惣
検
校
僧
都
行
信
幷
僧
四
人
、
已
上
五
人
請
位
、
件
件
最
勝
王
経
奉
講
讃
間
御
平
喩
。
仍
以
同
十
七
日
一

髪
生
山
頂
奉
崇
祭
一

、
毎
年
二
季
為
恒
例
一

、
上
件
最
勝
王
経
奉
以
講
八
講
々
讃
。
同
十
二
年
建
立
神
野
寺
一

。

　

・ 

…
…
「
高
大
神
・
鹿
嶋
大
明
神
御
祟
也
。
不
読
経
之
力
一

難
免
一

御
。
殊
以
最
勝
王
経
講
読
一

可
有
其
霊
験
一

」
云
々

。
依
之
一

七
大
寺
惣
撿

挍
僧
行
信
幷
四
人
請
僧
合
以
五
人
請
僧
、
奉
講
読
一

之
間
、
同
十
六
日
御
平
癒
。
即
以
同
十
七
日
一

髪
生
山
頂
奉
崇
祭
一

、
毎
年
二
季
為

恒
例
一

、
上
件
最
勝
王
経
奉
講
読
一

、
同
廿
年
戊子
建
二

立
神
野
寺
一
云
々

と
い
う
よ
う
に
、
大
津
連
の
占
い
の
あ
と
、
そ
れ
に
従
っ
て
行
信
ら
に
よ
る
最
勝
王
経
の
講
読
が
行
わ
れ
（
破
線
部
）
、
安
倍
親
王
の
重
病
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が
平
癒
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
実
線
部
）
。
さ
ら
に
最
後
に
は
、
そ
の
こ
と
が
神
野
寺
の
建
立
へ
と
繋
が
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
も

い
る
（
波
線
部
）
。
こ
れ
ら
両
書
と
同
様
の
記
述
に
及
ん
で
い
て
、
最
後
の
神
野
寺
建
立
を
一
層
大
き
く
取
り
上
げ
て
い
た
な
ら
ば
、
『
神

野
寺
縁
起
絵
巻
』
は
、
仮
に
付
さ
れ
た
そ
の
書
名
に
相
応
し
い
、
「
…
…
茲
に
髪
生
山
神
野
寺
の
来
を
考
に
」
の
前
置
き
と
首
尾
一
貫
す
る

内
容
と
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
な
ぜ
か
、
そ
う
は
な
ら
ず
、
あ
ま
り
に
中
途
半
端
な
形
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

絵
巻
制
作
終
了
当
初
に
は
首
尾
一
貫
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
が
、
そ
の
後
の
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
、
途
中
で
物
理
的
に
切
断
さ
れ
て

し
ま
っ
た
結
果
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
後
掲
の
本
絵
巻
の
絵
３
の
写
真
の
右
端
に
、
絵
と
一
行
近
く
の

間
隔
を
置
い
て
詞
第
三
の
末
尾
が
見
ら
れ
る
が
、
最
終
行
「
か
ら
む
と
奏
し
け
る
と
そ
」
の
左
に
本
来
さ
ら
に
何
行
か
続
い
て
い
た
の
が

切
断
さ
れ
て
し
ま
っ
て
絵
３
と
継
が
れ
て
い
る
の
だ
と
し
た
ら
、
絵
３
と
の
間
に
一
行
近
く
の
間
隔
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
こ
に
最
終
行

の
次
の
行
の
文
字
が
た
と
え
一
部
で
も
見
え
る
は
ず
だ
ろ
う
。
が
、
そ
う
い
う
も
の
は
全
く
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
絵
巻
の
制
作
者
が

自
ら
新
た
に
「
…
…
茲
に
髪
生
山
神
野
寺
の
来
を
考
に
」
と
い
う
前
置
き
を
加
え
た
う
え
で
、
神
野
寺
建
立
に
至
る
直
前
の
と
こ
ろ
で
殊

更
叙
述
を
打
ち
切
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
考
え
難
い
だ
ろ
う

）
3
（

。

　

あ
れ
こ
れ
思
い
巡
ら
し
て
結
局
、
可
能
性
の
最
も
高
い
も
の
と
し
て
想
定
し
得
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
事
情
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

「
…
…
茲
に
髪
生
山
神
野
寺
の
来
を
考
に
」
と
い
う
前
置
き
を
す
で
に
加
え
た
、
し
か
し
ま
だ
絵
巻
の
形
態
を
と
っ
て
は
い
な
い
何
ら
か
の

形
の
神
野
寺
縁
起
が
存
在
し
て
い
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
絵
巻
化
が
な
さ
れ
た
の
が
『
神
野
寺
縁
起
絵
巻
』
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
基
づ
い

た
テ
キ
ス
ト
が
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
末
尾
の
欠
損
し
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
肝
心
の
神
野
寺
建
立
に
至
ら
な
い
、
中
途
半
端
に
終
わ

る
絵
巻
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
あ
る
い
は
、
「
茲
に
髪
生
山
神
野
寺
の
来
を
考
に
」
に
至
る
前
置
き
を
す
で
に
備
え
絵
巻
化
も
な
さ
れ
た
神

野
寺
縁
起
絵
巻
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
基
づ
き
書
写
し
た
の
が
京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『
神
野
寺
縁
起
絵
巻
』
な
の
だ
が
、
も
と
の
絵

巻
の
末
尾
部
が
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
欠
け
て
い
た
た
め
、不
完
全
な
結
末
の
も
の
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
な
お
、
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後
掲
翻
刻
の
通
り
、
同
絵
巻
の
詞
に
は
何
か
に
基
づ
い
て
書
写
し
た
際
の
誤
写
か
と
見
ら
れ
る
箇
所
が
散
見
す
る
。

　

右
の
う
ち
の
後
者
の
想
定
は
、
影
印
を
後
掲
し
た
絵
の
部
分
の
あ
り
方
と
照
応
す
る
だ
ろ
う
か
。
詞
第
一
に
続
く
絵
１
は
、
舎
人
が
甕

速
日
命
の
様
子
を
窺
う
場
面
か
と
見
ら
れ
、
詞
第
一
の
内
容
と
対
応
す
る
。
し
か
し
、
詞
第
二
に
続
く
絵
２
は
、
舎
人
が
甕
速
日
命
に
言

い
寄
っ
て
い
る
場
面
を
画
い
て
い
る
よ
う
で
、
詞
第
二
の
内
容
と
対
応
し
な
い
。
絵
１
が
冬
の
情
景
で
あ
る
の
を
受
け
、
絵
２
で
は
季
節

が
一
つ
進
ん
で
桜
と
柳
を
中
央
に
据
え
た
春
の
情
景
に
な
っ
て
お
り
、
詞
第
一
の
中
の
記
述
「
春
は
春
日
野
の
花
に
深
き
思
ひ
の
い
ろ
を

あ
ら
は
し
」
（
14
～
15
行
目
）
と
特
に
対
応
す
る
よ
う
で
も
あ
る
。
詞
第
三
に
続
く
絵
３
は
、
さ
ら
に
二
つ
季
節
が
進
み
秋
の
情
景
で
、
前

半
は
山
路
を
急
ぐ
甕
速
日
命
と
追
う
舎
人
、
後
半
は
舎
人
の
変
身
し
た
大
蛇
を
剣
で
切
り
殺
す
甕
速
日
命
を
画
い
て
い
て
、
詞
第
三
と
は

全
く
対
応
せ
ず
、
詞
第
二
全
体
の
内
容
と
ま
さ
に
合
致
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
詞
と
絵
が
ず
れ
て
い
る
の
だ
が
、
先
に
想
定
し
た
よ

う
に
基
づ
い
た
絵
巻
が
詞
第
三
の
途
中
で
途
切
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
詞
第
三
に
続
く
べ
き
絵
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
詞
第
二

に
対
応
す
る
絵
を
詞
第
三
の
あ
と
に
置
き
、
詞
第
二
の
あ
と
に
は
詞
第
一
に
対
応
す
る
絵
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
、
そ
の
ず
れ
に

一
応
の
説
明
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
先
の
う
ち
の
後
者
の
想
定
の
方
が
可
能
性
と
し
て
よ
り
高
い
、
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

と
こ
ろ
で
、
伏
拝
村
の
神
野
寺
に
つ
い
て
は
、
飛
鳥
様
式
の
銅
造
菩
薩
半
跏
像
（
重
文
、
伝
如
意
輪
観
音
像
、
奈
良
国
立
博
物
館
寄
託
）

を
所
蔵
し
、
早
く
『
三
代
実
録
』
元
慶
四
年
（
八
八
〇
）
十
一
月
二
十
九
日
条
に
そ
の
名
の
見
え
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
も
の
の
、
縁
起
を

記
し
た
古
い
文
献
は
伝
存
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
猪
熊
兼
繁
氏
は
神
野
寺
に
つ
い
て
「
文
化
五
年
及
び
明
治
十
年
の
両
度
の
火
災
で

古
記
を
失
つ
て
ゐ
る
た
め
寺
史
は
分
明
し
な
い
」
と
説
き

）
4
（

、「
村
内
の
史
料
は
各
方
面
共
一
応
は
く
ま
な
く
当
っ
た
」
（

723
頁
）
と
い
う
『
豊
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原
村
史
』
（
昭
35　

豊
原
村
は
、
神
野
寺
の
存
す
る
伏
拝
村
ら
十
村
が
合
併
し
て
明
治
二
十
二
年
に
成
立
、
東
山
村
・
波
多
野
村
と
合
併
し

て
昭
和
三
十
一
年
に
山
添
村
と
な
っ
た
）
は
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
の
『
和
州
山
辺
郡
堂
前
村
之
内
伊
賀
見
村
之
絵
図
』
に
神
野
寺

の
「
本
堂
」
や
「
大
明
神
」
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
あ
と
、
「
江
戸
中
期
に
な
る
と
神
野
山
・
神
野
寺
に
関
す
る
記
録
は
全
く

な
い
」
（

201
頁
）
と
述
べ
る

）
5
（

し
、
日
本
歴
史
地
名
大
系
『
奈
良
県
の
地
名
』
「
神
野
寺
」
条
も
縁
起
に
関
し
て
は
「
由
緒
書
（
江
戸
末
期
と

推
定
）
に
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
行
基
に
よ
る
創
建
と
伝
え
る
」
と
記
す
の
み
で
あ
る
。
そ
ん
な
な
か
で
、
江
戸
中
期
写
と
見
ら
れ
る
『
神

野
寺
縁
起
絵
巻
』
が
出
現
し
た
こ
と
は
、
同
寺
の
縁
起
伝
承
を
検
討
す
る
う
え
で
少
な
か
ら
ぬ
意
義
を
有
す
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
神
野
寺
に
つ
い
て
の
、
従
来
知
ら
れ
る
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
縁
起
書
類
と
言
う
べ
き
右
の
江
戸
末
期
頃
「
由
緒
書

）
6
（

」
が
、
そ
の

冒
頭
に大

和
国
山
辺
郡
髪
生
山
一
心
院
神
野
寺
儀
者
、人
王
四
十
五
代
聖
武
天
皇
御
宇
天
平
二
庚午
年
、
行
基
菩
薩
始
而
太
子
御
脳
平
癒
ニ

御
祈
祷
、

速
ニ

御
平
癒
被
為
有
候
。

と
記
す
点
、注
意
さ
れ
る
。
聖
武
天
皇
の
天
平
二
年
、行
基
が
太
子
の
病
悩
を
祈
祷
し
平
癒
さ
せ
た
の
に
始
ま
る
と
説
い
て
い
る
よ
う
だ
が
、

そ
れ
は
、
『
春
日
御
社
御
本
地
幷
御
託
宣
記
』
『
春
夜
神
記
』
の
詞
第
三
相
当
部
が
先
引
通
り
、
甕
速
日
命
が
神
野
山
に
遷
座
し
た
あ
と
の

や
は
り
聖
武
天
皇
の
天
平
二
年
の
こ
と
、
や
は
り
太
子
す
な
わ
ち
春
宮
で
あ
っ
た
安
倍
親
王
が
重
病
に
陥
っ
た
際
、
神
野
大
明
神
（
甕
速

日
命
）
・
鹿
島
大
明
神
の
祟
り
だ
と
す
る
大
津
連
の
占
い
に
従
っ
て
、
行
信
ら
が
最
勝
王
経
を
講
読
す
る
と
平
癒
し
、
結
果
、
神
野
寺
が
建

立
さ
れ
る
に
至
っ
た
、
と
伝
え
る
の
と
、
対
応
す
る
も
の
に
違
い
な
い
。
「
行
基
」
は
、
「
行
信
」
の
誤
伝
だ
ろ
う
。
甕
速
日
命
遷
座
伝
承

が
末
尾
に
神
野
寺
の
建
立
に
言
及
し
て
い
た
の
を
、
江
戸
末
期
頃
に
は
同
寺
の
正
式
な
「
由
緒
」
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『
神
野
寺
縁
起
絵
巻
』
は
、
右
の
よ
う
な
言
わ
ば
甕
速
日
命
遷
座
伝
承
の
神
野
寺
縁
起
化
が
、
よ
り
早
く

江
戸
中
期
に
は
成
し
遂
げ
ら
れ
い
て
、
し
か
も
、
そ
の
縁
起
が
豊
か
に
華
や
か
に
物
語
ら
れ
絵
巻
に
作
成
さ
れ
て
も
い
た
こ
と
を
、
明
証
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す
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
先
に
想
定
し
た
通
り
同
絵
巻
の
基
づ
い
た
絵
巻
が
存
在
し
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
同
絵
巻

よ
り
も
ど
の
程
度
か
遡
っ
た
時
点
で
す
で
に
、
同
様
の
神
野
寺
縁
起
化
が
行
わ
れ
、
あ
る
い
は
縁
起
絵
巻
化
も
遂
行
さ
れ
て
い
た
は
ず
で

あ
る
。
な
お
、
大
東
延
和
氏
「
春
日
史
点
描
―
最
近
の
研
究
メ
モ
よ
り
」
（
『
秘
儀
開
封 

春
日
大
社 

生
き
て
い
る
正
倉
院
』
角
川
書
店
、
平
７
）
は
、

『
春
日
御
社
御
本
地
幷
御
託
宣
記
』
『
春
夜
神
記
』
に
載
る
、
「
鹿
島
の
神
タ
ケ
ミ
カ
ズ
チ
が
母
神
ミ
カ
ハ
ヤ
ヒ
を
訪
ね
て
春
日
野
に
こ
ら
れ

た
と
き
、
お
供
の
舎と

ね

り人
が
美
し
い
女
神
ミ
カ
ハ
ヤ
ヒ
に
想
い
を
か
け
る
。
…
…
」
と
い
う
先
引
伝
承
を
、
「
一
般
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
書
か

れ
て
い
る
、
鹿
島
か
ら
白
い
鹿
に
乗
っ
て
御み

か

さ蓋
山
に
こ
ら
れ
た
、
と
い
う
伝
説
と
は
別
」
の
、
「
も
う
ひ
と
つ
の
春
日
鎮
祭
説
話
」
と
位
置

付
け
て
お
ら
れ
る
。
そ
う
捉
え
る
な
ら
ば
、
右
の
甕
速
日
命
遷
座
伝
承
の
神
野
寺
縁
起
化
・
縁
起
絵
巻
化
は
、
そ
う
し
た
春
日
鎮
祭
説
話

の
神
野
寺
縁
起
化
・
縁
起
絵
巻
化
で
あ
る
と
も
言
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
神
野
寺
縁
起
化
・
縁
起
絵
巻
化
は
、
当
然
、
神
野
寺
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
で
成
し
遂
げ
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
『
神
野
寺

縁
起
絵
巻
』
の
中
に
、

多
く
麓
の
里
の
流
に
て
手
洗
口
漱
、　

明
神
を
拝
し
奉
り
け
る
。
仍
今
、此
さ
と
を
伏
拝
村
と
い
ふ
。
又
、此
さ
と
に
手
水
川
有
な
り
。                        

（
詞
第
二
17
～
19
行
目
）

と
、
『
春
日
御
社
御
本
地
幷
御
託
宣
記
』
『
春
夜
神
記
』
に
は
見
ら
れ
な
い
、
神
野
寺
の
あ
る
伏
拝
村
の
地
名
起
源
伝
承
や
同
村
の
手
水
川

に
つ
い
て
の
記
事
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
右
の
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
右
の
神
野
山
と
は
別
に
春
日
大
社
東
方
の
春
日
山
に
も
、
甕
速
日
命
等
を
祭
神
と
す
る
、
春
日
大
社
の
境
外
末
社
・
神
野
神
社
（
髪

生
社
）
が
あ
り
、
ま
た
、
例
え
ば
『
奈
良
名
所
八
重
桜
』
巻
四
（
板
本
地
誌
大
系
）
に

神か
み

野の

社
や
し
ろ

一
の
宮み

や

二
の
宮
三
の
宮
…
…
此
三
ツ
の
宮
よ
り
は
る
か
南
へ
ゆ
き
て
神か

う

野の

寺て
ら

の
あ
と
有
。
石せ

き

塔た
う

な
と
少
々
残
れ
り
。
是
は　

仁
皇
四
十
代
の

帝
み
か
と

天て
ん

武む

天て
ん

皇わ
う

の
御
皇わ

う

子し

一
品ほ

ん

舎い
へ
ひ
と
の
し
ん
わ
う

人
親
王
天
平
七
年
霜
月
乙
丑
日
行
年
六
十
に
し
て
薨こ

う

し
玉
ひ
し
を
、
…
…
御
姫ひ

め

君き
み
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父
の
御
わ
か
れ
を
悲か

な

し
み
た
ま
ひ
、

翠
み
と
り

の
髪か

み

を
そ
り
落を

と

し
柴し

は

の

庵
い
ほ
り

を
む
す
ひ
神か

う

野の

寺
と
号か

う

し
、
年
ひ
さ
し
く
お
は
し
ま
し
臨り

ん

終し
う

正

念
に
往わ

う

生
し
や
う

と
け
さ
せ
ら
れ
し
所
な
り
。

と
記
さ
れ
て
い
て
、
寺
跡
は
不
明
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
神
野
寺
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る

）
7
（

。
さ
ら
に
、
先
掲
の
尊

経
閣
文
庫
所
蔵
本
で
な
く
春
日
大
社
所
蔵
本
の
『
春
夜
神
記
』
で
は
、
「
一　

神
野
大
明
神
御
事
」
と
項
目
名
を
掲
げ
た
下
に
「
大
和
国
宇

多
郡
伊
賀
国
堺
ニ

在
之
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
神
野
大
明
神
の
所
在
地
は
、
伏
拝
村
と
も
右
の
春
日
山
と
も
異
な
る

）
8
（

。

こ
う
し
た
状
況
で
あ
る
の
で
、
『
神
野
寺
縁
起
絵
巻
』
の
言
う
「
髪
生
山
神
野
寺
」
や
「
神
野
明
神
」
は
先
述
通
り
、
伏
拝
村
に
所
在
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
記
述
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
『
春
日
御
社
御
本
地
幷
御
託
宣
記
』
『
春
夜
神
記
』
所
載
の
甕
速
日
命
遷
座
伝
承

に
言
う
「
髪
生
山
」
や
「
神
野
大
明
神
」
「
神
野
寺
」
が
ど
こ
を
指
し
て
い
る
の
か
、
特
定
し
難
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
、

例
え
ば
、『
神
道
大
系
』
神
社
編
「
春
日
」
の
「
解
題
」
（
永
島
福
太
郎
氏
）
は
、「
興
福
寺
が
神
山
春
日
山
の
支
配
を
企
図
し
た
こ
ろ
、『
神

野
大
明
神
根
源
』
を
社
司
に
つ
く
ら
せ
た
と
も
い
え
る
」
（
20
頁
）
「
神
野
大
明
神
縁
起
は
興
福
寺
の
春
日
社
な
い
し
春
日
山
支
配
の
論
理

を
か
か
げ
た
も
の
で
あ
る
」（
34
頁
）
と
記
し
て
い
て
、
そ
れ
ら
を
春
日
山
に
あ
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、一
方
で
大
東
延
和
氏
『
春

日
の
神
々
へ
の
祈
り
の
歴
史
』
（
私
家
版
、
平
７
）
は
、
『
春
日
御
社
御
本
地
幷
御
託
宣
記
』
所
載
「
神
野
大
明
神
根
源
」
に
つ
い
て
、
「
当

社
（
＝
春
日
山
の
神
野
神
社
…
引
用
者
注
）
の
伝
承
と
い
う
よ
り
は
多
分
、
奈
良
県
東
北
山
中
の
神こ

う

野の

山さ
ん

に
ま
つ
わ
る
も
の
で
、
当
社
は

神
野
山
の
遙
拝
所
、
な
い
し
は
神
野
山
か
ら
勧
請
さ
れ
た
分
社
で
あ
る
可
能
性
も
充
分
に
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
し
、
春
日
大
社
社
務
所

編
集
『
春
日
の
森
の
昔
ば
な
し
』
（
春
日
大
社
、
昭
56
）
で
は
、
「
そ
の
一　

恋こ
い

を
し
た
神か

み

さ
ま
」
と
題
し
て
甕
速
日
命
遷
座
伝
承
に
基
づ

く
話
を
最
初
に
掲
げ
て
、
「
…
…
や
が
て
そ
の
山さ

ん

頂
ち
ょ
う

に
、
タ
ケ
ミ
カ
ズ
チ
、
ミ
カ
ハ
ヤ
ヒ
、
ト
ネ
リ
を
祭ま

つ

っ
た

社
や
し
ろ

が
建た

ち
ま
し
た
。〝
コ

ウ
ノ

社
や
し
ろ

〞
と
呼よ

ぶ
こ
の
神じ

ん

社じ
ゃ

は
奈な

良ら

県け
ん

の

東
ひ
が
し

の
山さ

ん

間か
ん

部ぶ

だ
け
で
も
数す

う

か
所し

ょ

も
あ
っ
て
、
ど
れ
が
最さ

い

初し
ょ

に
で
き
た

社
や
し
ろ

か
、
は
っ
き
り
し
ま

せ
ん
が
、と
も
か
く
今い

ま

の
春か

す

が日
大た

い

社し
ゃ

か
ら
東と

う

方ほ
う

の
山や

ま

の
中な

か

と
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
」
と
処
理
す
る
。
甕
速
日
命
遷
座
伝
承
に
言
う
「
髪
生
山
」
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や
「
神
野
大
明
神
」
「
神
野
寺
」
が
仮
に
、
本
来
は
伏
拝
村
以
外
の
と
こ
ろ
に
あ
る
そ
れ
ら
を
指
し
示
し
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
同
伝
承

を
神
野
寺
縁
起
化
・
縁
起
絵
巻
化
す
る
際
に
、
本
来
の
理
解
を
廃
し
て
伏
拝
村
に
あ
る
そ
れ
ら
へ
と
捉
え
直
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

た
ま
た
ま
閲
覧
し
た
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
江
戸
前
期
頃
写
本
『
春
日
四
所
大
明
神
記
』
（
『
春
日
神
記
』
、
奈
良
県
立
図
書
情
報

館
に
電
子
複
写
本
所
蔵
）
に
も
、
右
引
『
春
日
御
社
御
本
地
幷
御
託
宣
記
』
以
下
に
載
る
甕
速
日
命
遷
座
伝
承
と
同
様
の
内
容
が
記
述
さ

れ
て
い
る
の
が
目
に
と
ま
っ
た

）
9
（

。
次
の
通
り
。

　
　

神
武
天
皇
当
二

元
年
一

、
常
陸
国
鹿
嶋
宇
海
山
ニ

焼
（
マ
マ
）

速
日
命
御
遷

　
　

幸
マ
シ
マ
ス
。
爰
ニ

一
千
二
百
八
十
余
年
ヲ

経
テ
、
持
統
天
皇
即
位
当
二

五
年
一

　
　

大
長
六
年
辛
卯
焼

（
マ
マ
）

速
日
命
所
々
御
宿
所
マ
シ
〳
〵
テ
大
和
国
宇
太

　
　

神
宮
ニ

御
遷
幸
、
大
化
元
年
乙
未
宇
太
ノ
神
野
宮
ヨ
リ
所
々
深
山
勝

　

５
地
ニ

尋
入
セ
タ
マ
イ
、
三
笠
山
ノ

勝
地
ヲ

差
テ
御
遷
幸
ノ
時
、

焼
（
マ
マ
）

速
日
命

　
　

御
形
甚
以
テ
美
灑

（
マ
マ
）

ニ

御
座
、
着
二

七
珍
宝
衣　ヲ
一

治
旦
ノ
匂
ヲ
薫
天ア

タ

リ地

　
　

輝
カ
ヽ
ヤ
キ

ケ
レ
ハ
、
或
舎
人
奉
レ

思
レ

懸
レ

之
。
彼
母
君
神
思
食
ケ
ル
ハ
、
女
神
ノ

　
　

身
程
口
惜
キ
物
ハ
ナ
シ
。
我
カ
ク
ア
ラ
ハ
及
レ

恥
ニ

事
ヤ
可
レ

在
ト

テ
、
深
山
ノ

　
　

高
峯
ニ

不
レ

通
レ

人
所
ニ
宮
居
セ
ン
ト
テ
、
髪
生
ノ

山
顛
ニ
令
二

出ミ

ユ

キ行
一

　

10
玉
フ
。
時
彼
舎
人
向サ

キ
タ
チ
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
ヲ
イ
マ
イ
ル

急
追
走
参
。
速
日
命
成
二

飛
行
自
在
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疾
雲
乗
鳥
ノ
飛
コ
ト
ク
令
飛ミ

ユ

キ行
。
舎
人
大
怒
発
二

悪
心
一

大
虵
ト

　
　

ナ
リ
テ
、
髪
生
河
辺
ニ
走
参
ル
。
謂
岩
渕
河
是
ナ
リ
。
其
時
武
甕

　
　

槌
命
カ
ノ
大
虵
ヲ
フ
セ
キ
テ
宣
曰
、
「
汝
水
摧
強
盗
ナ
リ
」
ト
言
テ
、

　
　

釼　ヲ
以
彼
斬リ
一

大
虵　ヅ

タ寸〳〵
一

摧
散
玉
フ

。
底
津
下
ニ

遠
治
玉
フ
。
以コ

ノ

故
ニ

　

15
其
ノ

所
ヲ

名
地
獄
谷
一

。
此
因
縁
ヲ
モ
ツ
テ
彼
舎
人
悪
心
ヲ

為
レ

不

　
　
レ

発
。
五
十
四
代

仁
明
天
皇
嘉
祥
・
貞
観
ノ
比
ヨ
リ
二
季
ノ
春
日
祭
始
ル

ナ
リ
。

　
　

彼
舎

（
人
ハ
？
）

□
大

（
欠
損
）

明
神
御
母
君
敵
タ
ル
故
、
御
母
君
孝
養
ノ

儀
式
ヲ

　
　

以
テ
、
舎
人
対
治
摧
散
ノ
イ
ワ
レ
ヲ
シ
メ
ス
者
也
。
彼
ノ
大
蛇
斬
玉
フ

　
　

釼
ノ
名
、
麁
正
ノ

釼
ト
申
、
亦
ハ

天
雲
ノ

釼
ト
モ
申
ス
。
此
釼
岩
上
布
留
ノ

　

20
神
体
是
ナ
リ
。
髪
生
大
明
神
二
社
。
一
宮
武
甕
槌
命
、
二
宮
速
日
神
。

　
　

元
四
十
三
代明
天
皇
即
位
当
二

二
年
一

和
銅
元
年
戊
申
六
月
廿
一
日
、
髪
生
山
顛
ニ

　
　

宮
居
住
賜
。
雲
和
銅
ト
景
雲
ノ
間
六
十
年
以
前
ナ
リ
。

　
　

其
後
、
四
十
五
代
聖
武
天
皇
御
子
安
倍
親
王
、
天
平
聖
宝
二
年
庚
午

　
　

十
二
月
三
日
御
悩
ニ

ツ
キ
、
同
十
七
日
宣
旨
ニ

ヨ
ツ
テ
、
彼
ノ

舎
人
水
摧
神

　

25
ク
ワ
ヘ
テ
三
所
宮
柱
立
、
髪
生
大
明
神
号
者
也
。

　

こ
の
記
事
に
つ
い
て
、
今
は
充
分
に
論
じ
る
だ
け
の
準
備
な
く
、
気
の
付
い
た
点
の
み
い
く
つ
か
メ
モ
し
て
お
く
に
止
め
た
い
。

　

例
え
ば
７
～
12
行
目
の
あ
た
り
、先
引
『
春
夜
神
記
』
の
記
述
に
特
に
近
い
。
先
述
通
り
、『
神
野
寺
縁
起
絵
巻
』
の
場
合
も
や
は
り
『
春

夜
神
記
』
の
方
に
特
に
近
似
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
甕
速
日
命
遷
座
伝
承
に
お
け
る
『
春
夜
神
記
』
の
位
置
の
大
き
さ
を
窺
わ
せ
よ
う
。
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そ
の
一
方
で
、
『
春
夜
神
記
』
や
『
春
日
御
社
御
本
地
幷
御
託
宣
記
』
さ
ら
に
は
『
神
野
寺
縁
起
絵
巻
』
い
ず
れ
と
も
異
な
る
内
容
も
、
少

な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
甕
速
日
命
が
三
笠
山
に
至
る
ま
で
の
経
緯
（
１
～
５
行
目
）
は
、
そ
れ
ら
他
文
献
に
は
記
述
さ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、
舎
人
の
化
し
た
大
蛇
を
切
る
の
が
、
甕
速
日
命
で
な
く
て
武
甕
槌
命
に
な
っ
て
い
る
点
（
12
～
14
行
目
）
、
特
に
目
に
付

く
大
き
な
相
違
で
あ
る
。
二
季
の
春
日
祭
に
つ
い
て
「
彼
舎

（
人
ハ
？
）□

大

（
欠
損
）

明
神
御
母
君
敵
タ
ル
故
、
御
母
君
孝
養
ノ

儀
式
ヲ

以
テ
、
舎
人
対
治
摧

散
ノ
イ
ワ
レ
ヲ
シ
メ
ス
者
也
」
（
17
～
18
行
目
）
と
記
す
の
も
、
特
異
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
髪
生
河
に
つ
い
て
「
謂
岩
渕
河
是
ナ
リ
」
（
12

行
目
）
と
記
し
、
あ
る
い
は
「
底
津
下
ニ

遠
治
玉
フ
。
以コ

ノ

故
ニ

其
ノ

所
ヲ

名
地
獄
谷
一

」
（
14
～
15
行
目
）
と
言
う
の
も
、
他
文
献
に
は
な
い
も

の
で
あ
る
。
な
お
、後
者
の
「
地
獄
谷
」
は
、『
豊
原
村
史
』
所
載
「
豊
原
村
各
大
字
地
名
表
」
に
、「
伏
拝
」
に
あ
る
大
字
地
名
と
し
て
「
ジ

ゴ
ク
谷
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
に
、
相
当
し
よ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
『
春
夜
神
記
』
所
載
伝
承
を
か
な
り
直
接
的
に
継
承
す
る
面
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
同
書
を
含
む
他
文
献
と
は
異
な
る
面

を
種
々
持
っ
て
も
い
る
の
で
あ
る
。
甕
速
日
命
遷
座
伝
承
が
、
『
春
日
御
社
御
本
地
幷
御
託
宣
記
』
特
に
は
『
春
夜
神
記
』
の
系
統
を
基
軸

と
し
て
受
け
継
が
れ
つ
つ
も
、
他
方
で
は
か
な
り
変
容
し
揺
れ
動
い
て
い
る
姿
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
う
い
う
状
況
の
中
で
、

先
に
見
た
よ
う
な
同
伝
承
の
神
野
寺
縁
起
化
・
縁
起
絵
巻
化
と
い
う
現
象
も
生
起
し
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
も
、
右
記

事
は
想
像
さ
せ
る
だ
ろ
う
か
。

注（
1
） 神
野
山
に
つ
い
て
、
猪
熊
兼
繁
氏
「
神
野
山
考
」
（
『
大
和
志
』
四
巻
十
一
号
、
昭
12
）
や
大
和
高
原
文
化
の
会
編
集
発
行
『
大
和

高
原
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
』
（
平
26
）
な
ど
参
照
。
な
お
、
神
野
山
は
天
狗
伝
承
の
山
で
も
あ
っ
て
、
斎
藤
純
氏
「
天
狗
さ
ん
の
石
合



20

戦
―
奈
良
市
近
傍
の
『
山
の
争
い
伝
説
』
―
」
（
竹
原
威
滋
氏
他
編
『
奈
良
市
民
間
説
話
調
査
報
告
書
』
、
平
16
）
に
詳
し
い
。

（
2
） 小
田
基
彦
氏
「
春
日
の
山
」
（
『
歴
史
手
帖
』

128
号
、
昭
59
）
。

（
3
） 前
出
臨
川
書
店
発
行
目
録
は
、
「
絵
が
全
て
甕
速
日
命
と
舎
人
の
話
に
ま
つ
わ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
本
文
も
唐
突
に
途
絶
え
る

こ
と
か
ら
、
本
書
は
神
野
寺
縁
起
の
中
で
も
、
こ
の
話
題
の
部
分
を
抜
き
出
し
て
一
軸
の
絵
巻
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
と
想
定

さ
れ
る
」
と
す
る
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
「
抜
き
出
し
」
を
意
図
的
に
行
っ
た
の
だ
と
し
た
ら
、「
こ
の
話
題
」
と
は
無
関
係
な
「
茲

に
髪
生
山
神
野
寺
の
来
を
考
に
」
に
至
る
冒
頭
の
前
置
き
部
分
も
削
除
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
4
） 注
１
猪
熊
論
文
。

（
5
） 

た
だ
し
、今
西
忠
男
氏
「
神
野
寺
に
つ
い
て
」
（
『
大
和
史
学
』
三
巻
三
号
、昭
和
42
年
）
に
、縁
起
に
関
す
る
記
事
は
含
ま
な
い
が
、

元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
の
『
口
上
書
』
が
引
用
さ
れ
て
い
た
り
は
す
る
。

（
6
） 注
５
今
西
論
文
所
載
。

（
7
） 春
日
顕
彰
会
編
集
発
行
『
春
日
大
社
古
代
祭
祀
遺
跡
調
査
報
告
』
（
昭
54
、
56
）
や
後
出
大
東
延
和
氏
『
春
日
の
神
々
へ
の
祈
り

の
歴
史
』
参
照
。

（
8
） 注
２
小
田
論
文
な
ど
が
指
摘
す
る
。

（
9
） 

そ
の
他
に
も
、
注
１
猪
熊
論
文
は
、『
春
日
御
社
御
本
地
幷
御
託
宣
記
』
や
『
春
夜
神
記
』
に
載
る
の
と
は
異
な
る
面
の
あ
る
「
神

野
大
明
神
の
縁
起
」
に
言
及
す
る
が
、
詳
細
は
未
確
認
。
精
査
し
得
て
い
な
い
天
理
図
書
館
保
井
文
庫
所
蔵
関
係
文
献
な
ど
も
含

め
て
、
さ
ら
に
検
討
し
補
説
で
き
れ
ば
と
思
う
。

※
引
用
に
際
し
て
は
、
基
本
的
に
通
行
の
字
体
に
改
め
る
ほ
か
、
句
読
点
を
変
更
す
る
な
ど
し
て
い
る
。
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【
影
印
・
翻
刻
】
京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『
神
野
寺
縁
起
絵
巻
』

　

・
影
印
は
絵
の
部
分
の
み
で
、
臨
川
書
店
よ
り
提
供
頂
い
た
も
の
で
あ
る
（
本
稿
冒
頭
部
参

照
）
。
ご
高
配
賜
っ
た
臨
川
書
店
に
対
し
ま
し
て
、
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

・
翻
刻
に
際
し
て
は
、
基
本
的
に
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

　

・
判
読
不
能
箇
所
は
、
□
で
示
し
た
。
誤
読
等
を
含
ん
で
も
い
よ
う
。
今
後
の
補
正
を
期
し

た
い
。

　

・
私
に
句
読
点
や
引
用
符
合
を
施
し
た
。

　

・
行
送
り
は
元
の
ま
ま
で
、
五
行
ご
と
に
行
番
号
を
行
頭
に
付
し
た
。

　

夫
仏
法
東
漸
せ
し
よ
り
、
世
々
、
帝
を
始
奉
り
下

　

万
民
に
い
た
る
ま
て
、
貴
賤
と
な
く
崇
敬
の
こ
ゝ
ろ
を
さ
し
を

　

傾
さ
る
は
な
し
。
就
中
大
和
国
は
、
皇
祖

　

神
武
天
皇
橿
原
に
皇
居
の
地
を
し
め
給
し
よ
り
、
相
つ
ゝ
ひ
て

５
聖
帝
明
王
の
都
と
な
し
、
地
厚
く
民
穏
に
し
て
、

　

勅
願
寺
御
願
所
甍
を
並
て
国
中
に
綿
連
た
り
。
宝
鐸

　

農
（
晨
カ
）闇　

励
甲
起
深
信
志　

洪
鐘
暁
夢　

驚
無
名
長
夜
夢　

茲
に

　

髪
生
山
神
野
寺
の
来
を
考
に
、

　

持
統
天
皇
五
年
辛
卯　

鹿
嶋
大
明
神
の
御
在
所
を

絵 1　<冬の情景 >　　甕速日命の様子を窺う舎人
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10
勅
し
て
尋
し
め
給
け
る
に
、
同
十
年
大
和
国
添
上
郡
春
日

　

野
に
母
御
神
神

（
マ
マ
）甕

速
日
命
と
共
御
座
ま
す
。
母
御
神
速
日

　

命
、
其
御
形
甚
美
麗
ま
し
ま
し
て
、
最
あ
て
や
か
に
渡
ら
せ

　

給
け
る
を
、
或
時
、
舎
人
成
け
る
者
、
ふ
と
懸
想
し
奉
り
、
寝
て
も
寤
て
も

　

□
ま
も
御
す
か
た
の
忘
ら
れ
ぬ
侭
に
、
春
は
春
日
野
の
花
に
深
き
思
ひ

15
の
い
ろ
を
あ
ら
は
し
、
秋
は
高
円
の
月
に
強
而
な
ら
て
移
り
行
浪
を

　

か
こ
ち
け
れ
は
、
母
御
神
熟
思
ひ
給
け
る
は
、
か
く
深
く
も
我
を
恋
る

　

も
の
な
れ
は
、
行
末
い
か
な
る
は
し
た
な
き
事
を
□
い
た
し
て
は
つ
か
し
め
を

　

得
る
こ
と
も
あ
ら
ん
と
、
最
み
そ
か
に
春
日
の
さ
と
を
出
給
け
る
。 

以
上
、
《
詞
第
一
》

　
　
　
　
　
（
絵
１
）

　

然
る
に
、
速
日
命
は
、
住
馴
給
け
る
春
日
野
を
は
な
れ
て
、
い
つ
れ

　

の
所
に
住
へ
き
給
は

（
？
）

ん
、
女
程
世
に
口
惜
も
の
は
あ
ら
し
か
し
と
思
ひ
、

　

此
上
は
い
か
な
る
深
山
幽
谷
の
人
も
通
は
ぬ
所
こ
そ
尋
出
し
て
わ
か

　

住
所
と
は
せ
め
と
て
、
三
笠
山
の
か
た
そ
は
を
分
行
給
け
る
に
、
九
折

５
な
る
山
ち
の
木
ふ
か
く
た
ち
を
ゝ
ひ
て
、
澗
の
水
音
、
峯
の
松
風
な
と

　

物
す
こ
け
な
る
に
た
と
り
行
給
ふ
。
彼
舎
人
は
か
ゝ
る
御
あ
り
さ
ま
を

　

ほ
の
聞
、
あ
と
よ
り
追
走
来
り
ぬ
。
是
を　

速
日
命
は
い
と
う
た
て
き

　

事
に
思
取
て
、
鳥
の
飛
か
こ
と
く
、
荊
棘
と
も
い
は
す
踏
分
い
そ
か
せ
ら

（
マ
マ
）

　

　

け
れ
は
、
時
に
舎
人
大
に
怒
り
を
を
こ
し
、
我
を
か
く
ま
て
う
と
み

絵 2　<春の情景 >　　甕速日命に言い寄る舎人
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10
給
こ
そ
や
す
か
ら
ね
と
悪
心
を
発
し
、
忽
に
大
虵
と
成
て
、
両
の

　

眼
か
ゝ
ち
の
こ
と
く
、
紅
の
舌
を
巻
、
吹
い
き
雲
霧
を
な
し
て

　

追
奉
り
、
髪
生
河
の
辺
に
て
既
に
ま
ち
か
く
成
け
る
。
そ
の
時
、

　

速
日
命
、
剣
を
ぬ
ひ
て
、
彼
大
虵
を
伐
こ
ろ
し
摧
散
し
給
け
る

　

と
か
や
。
其
後
、
髪
生
山
の
頂
に
住
給
ひ
て
、
我
、
女
な
れ
は
こ
そ
か
ゝ
る

15
あ
な
つ
ら
は
し
く
は
し
た
な
き
事
も
出
く
れ
、
反
〳
〵
口
惜
も
の
は

　

女
な
り
と
思
取
て
、
夫
よ
り
女
を
入
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
せ
給
は
す
。
故
に
、
彼

　

山
上
へ
は
今
に
登
る
こ
と
を
恐
て
、
多
く
麓
の
里
の
流
に
て

　

手
洗
口
漱
、　

明
神
を
拝
し
奉
り
け
る
。
仍
今
、
此
さ
と
を
伏

　

拝
村
と
い
ふ
。
又
、
此
さ
と
に
手
水
川
有
な
り
。 

以
上
、
《
詞
第
二
》

　
　
　
　
　
（
絵
２
）

　

其
後　

聖
武
天
皇
の
御
宇
、
安
倍
親
王
い
ま
た
春
宮
に
わ
た
ら
せ

　

給
け
る
に
、
天
平
二
庚
子
の
年
十
二
月
三
日
、
親
王
御
悩
重
ら
せ
給

　

に
よ
り
、
い
か
な
る
御
事
か
と　

帝
驚
ま
し
ま
し
て
陰
陽
の
博
士

　

大
津
の
連
に　

勅
し
て
、
七
日
の
精
進
を
な
し
占
奉
り
け
る
に
、
奏

５
し
て
曰
、
「
此
御
悩
は
ま
さ
し
く　

神
野
明
神
・
鹿
嶋
明
神
の

　

御
祟
也
。
法
楽
を
な
し
奉
ら
す
は
御
悩
御
さ
は

（
マ
マ
）や

給
こ
と
難

　

か
ら
む
」
と
奏
し
け
る
と
そ
。 

以
上
、
《
詞
第
三
》

　
　
　
　
　
（
絵
３
） 

（
本
学
教
授
）

絵 3　<秋の情景 >
 舎人の化した大蛇を剣で切る甕速日命 山路を急ぐ甕速日命と追う舎人


